
35　　ベク職の販売について

は
じ
め
に

　「
ベ
グ
」
と
は
、
原
義
的
に
は
テ
ュ
ル
ク
系
言
語
に
お
い
て
「
首
長
」・「
支

配
者
」
を
意
味
す
る
称
号
で
あ
る）

1
（

。
本
稿
で
扱
う
清
代
の
タ
リ
ム
盆
地
周
縁
オ

ア
シ
ス
地
域
（
現
在
の
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
南
部
、
清
朝
は
当
該
地
域

を
「
回
部
」
あ
る
い
は
「
回
疆
」
と
呼
ん
だ
）
に
お
い
て
は
、
テ
ュ
ル
ク
系
ム

ス
リ
ム）

2
（

の
有
力
者
を
清
朝
の
官
吏
と
し
て
任
用
す
る
ベ
ク
（
伯
克
）
制
度
下
の

官
職
と
し
て
ベ
ク
の
名
が
用
い
ら
れ
た
。
清
朝
が
回
部
を
征
服
す
る
以
前
の
ホ

ー
ジ
ャ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
裔
）
時
代
に
お
い
て
は
、「
ベ
グ
」
が
支
配
層
的

な
身
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
清
朝
か
ら
ベ
ク
職
に
任
用
さ
れ
た
テ

ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
の
有
力
者
の
多
く
も
こ
の
系
譜
に
連
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
清
朝
が
彼
ら
に
与
え
た
の
は
官
職
と
し
て
の
ベ
ク
職
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
ベ
ク
職
に
任
用
さ
れ
た
者
が
「
ベ
グ
」
身
分
の
出
身
者
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
が
、
ベ
ク
制
度
が
清
朝
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
官
制
で
あ
る

以
上
、
ベ
ク
職
に
任
用
さ
れ
る
者
は
「
ベ
グ
」
身
分
の
出
身
者
に
限
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
事
を
如
実
に
示
す
事
象
が
本
稿
で
扱
う
ベ
ク
職
の
販
売
で
あ
る
。

　
清
朝
は
乾
隆
二
十
四
（
一
七
五
九
）
年
に
タ
リ
ム
盆
地
周
縁
オ
ア
シ
ス
地
域

を
征
服
し
、
ベ
ク
制
を
敷
い
て
間
接
統
治
を
行
っ
た
。
各
都
市
に
駐
在
す
る
清

朝
の
大
臣
の
監
督
を
受
け
な
が
ら
、
現
地
の
有
力
者
は
三
品
〜
七
品
の
ベ
ク
職

を
与
え
ら
れ
て
、
任
地
の
行
政
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
咸
豊
年
間
以
降
に
な

る
と
、
太
平
天
国
の
乱
鎮
圧
な
ど
の
た
め
清
朝
の
財
政
が
悪
化
し
、
新
疆
軍
政

を
支
え
て
い
た
中
国
内
地
か
ら
の
支
援
金
（
協
餉
銀
）
が
途
絶
し
た
。
回
部
の

清
朝
官
僚
は
増
税
や
ベ
ク
職
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
、
回
部
統
治
の
継
続
を
試

み
た
が
、
同
治
三
年
に
起
こ
っ
た
ク
チ
ャ
の
ム
ス
リ
ム
蜂
起
を
契
機
と
し
て
、

清
朝
の
回
部
統
治
は
急
速
に
崩
壊
し
て
い
く
。
本
稿
に
お
い
て
、
清
朝
に
よ
る

回
部
統
治
が
ま
さ
に
崩
壊
へ
と
向
か
っ
て
い
く
同
治
二
年
か
ら
同
治
三
年
を
、

主
要
な
分
析
対
象
の
時
代
と
す
る
。

先
行
研
究
と
の
関
係

　
ベ
ク
制
度
の
概
観
を
早
く
に
提
示
し
た
の
は
、
羽
田
（
一
九
八
二
：
八
〇
〜

︿
論
説
﹀

ベ
ク
職
の
販
売
に
つ
い
て

─
同
治
二
～
三
（
一
八
六
三
～
一
八
六
四
）
年
の
ベ
ク
の
任
命
を
事
例
と
し
て
─

河

野

敦

史
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八
二
頁）

3
（

）
の
研
究
で
あ
る
。
次
い
で
ホ
ー
ジ
ャ
時
代
に
お
け
る
身
分
と
し
て
の

「
ベ
グ
」
と
清
朝
統
治
下
に
お
け
る
官
職
と
し
て
の
ベ
ク
職
と
の
違
い
を
指
摘

し
た
の
が
、
嶋
田
（
一
九
五
二
：
七
〇
〜
七
八
頁
）
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
両

者
の
研
究
に
よ
っ
て
、
清
朝
統
治
下
の
ベ
ク
に
つ
い
て
基
本
的
な
輪
郭
が
示
さ

れ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ク
制
度
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
、
そ
の

大
要
を
明
確
に
提
示
し
た
も
の
が
佐
口
（
一
九
六
三
：
一
〇
三
〜
一
九
二
頁
）

の
研
究
で
あ
る
。
佐
口
は
、
ベ
ク
の
職
名
、
人
数
、
給
与
、
品
級
、
印
章
、
職

掌
、
任
免
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
ベ
ク
が
帯
び
た

権
力
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
た
。
こ
の
後
の
ベ
ク
制
度
研
究
は
、

佐
口
の
成
果
を
基
点
と
し
つ
つ
、
各
研
究
者
が
独
自
の
分
析
や
修
正
を
加
え
て

発
展
し
て
き
た
面
が
大
き
い
。
佐
口
の
研
究
と
同
様
に
ベ
ク
制
度
に
つ
い
て
広

く
分
析
を
加
え
た
研
究
と
し
て
、
劉
（
一
九
六
五
：
三
五
三
〜
四
〇
一
頁
）、

林
（
一
九
八
八
：
六
八
〜
一
〇
九
頁
）、
苗
（
一
九
九
五
：
二
四
〜
八
三
頁
）、

王
（
二
〇
〇
三
：
一
〇
五
〜
一
五
八
頁
）、
王
（
二
〇
一
一
：
六
七
〜
八
〇
頁
）

の
研
究
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
佐
口
の
研
究
に
対
し
て
補
正
を
加
え
た
の
が
、
堀
（
一
九
七

九
：
一
〜
三
六
頁
）
の
研
究
で
あ
る
。
ベ
ク
の
職
種
名
と
職
掌
の
一
致
を
論
じ

た
佐
口
に
対
し
、
堀
は
十
九
世
紀
中
葉
に
は
ベ
ク
の
職
種
名
と
実
際
の
職
掌
が

分
離
し
、
清
朝
と
し
て
は
職
種
名
に
は
何
の
意
味
も
認
め
て
お
ら
ず
、
問
題
は

官
品
の
上
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
堀
は
さ
ら
に
研
究

を
深
化
さ
せ
、
ベ
ク
に
任
用
さ
れ
た
人
物
の
経
歴
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
が
、

ベ
ク
制
度
の
運
用
実
態
に
分
析
を
加
え
る
一
つ
の
有
用
な
手
法
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た）

4
（

。
さ
ら
に
、
小
沼
（
二
〇
〇
七
：
三
九
〜
五
九
頁
）
の
研
究
が
、
ベ
ク

制
度
の
創
設
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
ベ
ク
制
度
そ
の
も
の
に
注
目
し
た
研
究
の
ほ
か
、
清
朝
統
治

下
の
ベ
ク
に
注
目
し
た
様
々
な
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　
清
朝
と
ベ
ク
と
の
関
係
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、Fletcher

（
一
九
七

八
：
七
八
頁
）
やN

ew
by

（
一
九
九
八
：
二
七
八
〜
二
九
七
頁
）
の
研
究
が

あ
る
。Fletcher

は
、
清
朝
統
治
下
に
お
い
て
は
有
力
者
で
も
ベ
ク
職
に
就
任

す
る
た
め
に
は
清
朝
側
か
ら
の
任
命
が
必
要
と
な
る
た
め
、
伝
統
的
な
有
力
者

層
の
指
導
的
な
立
場
が
弱
ま
り
、
清
朝
が
非
宗
教
的
な
権
威
の
源
泉
と
な
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。N

ew
by

は
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
異

教
徒
で
あ
る
清
朝
の
権
力
に
依
存
す
る
ベ
ク
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
上
で
、
結

局
の
と
こ
ろ
清
朝
の
行
政
府
か
ら
も
、
現
地
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
も
十
分
に
は
信

用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ベ
ク
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
。

　
地
域
社
会
と
ベ
ク
と
の
関
係
性
に
注
目
し
た
う
え
で
、
彼
ら
の
権
力
の
性
質

を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
は
、
真
田
（
一
九
八
三
：
四
三
七
〜
四
五
八
頁
）
の

研
究
が
あ
る
。
真
田
は
、
本
城
回
避
（
出
身
地
へ
の
任
用
の
回
避
）
の
適
用
さ

れ
る
上
位
の
ベ
ク
を
「
非
土
着
伯
克
」
と
し
、
回
避
を
適
用
さ
れ
ず
に
出
身
地

に
お
い
て
任
用
さ
れ
た
下
位
の
ベ
ク
を
「
土
着
伯
克
」
と
し
た
上
で
、
清
朝
権

力
を
背
景
と
し
て
都
市
の
行
政
を
担
う
「
非
土
着
伯
克
」
と
長
年
の
農
業
生
産

活
動
を
通
じ
て
築
い
た
私
的
権
力
に
よ
り
土
着
の
地
域
社
会
を
支
配
す
る
「
土

着
伯
克
」
と
の
間
に
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
現
地
オ
ア
シ
ス
社
会
の

権
力
構
造
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
近
年
、
真
田）

5
（

は
清
朝
に
よ
る
回
部

征
服
期
か
ら
統
治
初
期
に
か
け
て
起
こ
っ
た
ベ
ク
に
よ
る
反
乱
、
ベ
ク
た
ち
に

よ
る
権
力
抗
争
に
分
析
を
加
え
、
オ
ア
シ
ス
社
会
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
究
明
を
試
み
て
い
る
。

　
清
朝
に
よ
る
ベ
ク
の
管
理
に
関
し
て
は
、
邢
（
二
〇
一
三
：
六
八
〜
七
二
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頁
）
の
研
究
が
あ
り
、
邢
は
、
清
朝
が
司
法
に
よ
る
規
制
を
通
じ
て
ベ
ク
の
違

法
行
為
を
抑
え
て
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
ベ
ク
と
隊
商
交
易
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
小
沼
（
二
〇
一
六
：
一
八

三
（
二
二
）
〜
一
七
七
（
二
八
）
頁
）
及
びO

num
a

（
二
〇
一
八
：
五
〇
〜

五
五
頁
）
が
あ
り
、
小
沼
（O

num
a

）
は
、
ベ
ク
が
隊
商
交
易
の
事
務
を
管
轄

し
、
そ
の
交
易
に
関
わ
る
諸
権
利
の
掌
握
に
努
め
た
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
議
題
と
す
る
ベ
ク
職
の
販
売
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
以
下

の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
、
ベ
ク
職
の
販
売
に
つ
い
て
、
早
く
に
言
及
し

た
の
はH

am
ada

で
あ
ろ
う
。H

am
ada

（
一
九
八
二
：
七
一
頁
）
は
『
タ
ー

リ
ー
ヒ
・
ア
ム
ニ
ー
ヤ）

6
（

』
に
基
づ
い
て
、「R

ustam
 B

eg

」
と
い
う
人
物
が
二

〇
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー）

7
（

で
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
ハ
ー
キ
ム
（
都
市
の
行
政
長
官
）
を
任
さ

れ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る）

8
（

。
次
い
で
、
堀
（
一
九
九
七
：
一
五
〜
一
六
、
二

〇
頁
）
が
、

案
史
料
（
清
朝
の
行
政
文
書
）
を
利
用
し
て
同
治
二
年
に
ヤ
ル

カ
ン
ド
の
三
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
単
独
推
薦
さ
れ
た
ル
ス
タ
ム
（
如
斯
塔
木

R
ustam

）
の
経
歴
を
紹
介
し
た
う
え
で
、H

am
ada

と
同
様
に
ル
ス
タ
ム
が
ヤ

ル
カ
ン
ド
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
職
を
二
〇
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー
で
入
手
し
た
こ
と）

9
（

に

つ
い
て
言
及
し
、
清
朝
支
配
の
初
期
か
ら
の
世
襲
的
有
力
者
で
は
な
い
在
地
の

新
興
勢
力
の
登
場
を
指
摘
し
て
い
る）

10
（

。

　
そ
し
て
、K

im

（
二
〇
一
六
：
一
三
五
〜
一
三
六
、
一
五
六
〜
一
五
七
頁
）

は
、
清
朝
支
配
初
期
に
は
ベ
ク
の
経
済
的
な
貢
献
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
は
銀

や
茶
な
ど
の
物
品
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
、
行
政
官
職
が
与
え
ら

れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
道
光
年
間
に
政
策
転
換
が
見
ら
れ
、

財
物
の
寄
付
者
に
対
し
て
ベ
ク
職
や
官
品
の
賞
与
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
同
治
年
間
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
中
国
内
地
の
混

乱
に
よ
る
銀
の
流
入
の
途
絶
と
回
部
現
地
の
清
朝
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
論
じ

る
中
で
、
ベ
ク
職
が
販
売）

11
（

に
出
さ
れ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
清
朝
当
局
に
対
す
る
ベ
ク
の
経
済
的
な
貢
献
に
つ
い
て
研
究
し
た
張

（
二
〇
一
八
：
三
四
〜
四
二
頁
）
は
、
ベ
ク
が
城
壁
の
修
理
や
河
川
工
事
な
ど

の
公
共
事
業
的
な
仕
事
に
お
い
て
、
必
要
と
な
る
金
銭
や
食
料
を
用
意
し
て
、

清
朝
当
局
に
対
し
て
貢
献
を
示
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
咸
豊

年
間
か
ら
同
治
三
年
に
お
け
る
ベ
ク
た
ち
に
よ
る
軍
費
の
捐
納
に
も
言
及
し
て

い
る
。
ま
た
道
光
年
間
か
ら
、
清
朝
当
局
に
対
し
て
経
済
的
な
貢
献
（
金
銭
や

食
料
の
提
供
な
ど
）
を
示
し
た
ベ
ク
た
ち
に
対
し
て
、
頂
戴
（
官
帽
の
天
辺
に

つ
け
る
宝
石
）
や
翎
子
（
官
帽
に
つ
け
る
羽
飾
り
）
の
授
与
、
そ
し
て
高
位
の

ベ
ク
職
へ
の
優
先
的
任
用
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
道
光
年
間
よ
り
ベ
ク
に

よ
る
財
物
の
供
出
と
清
朝
に
よ
る
栄
典
の
授
与
や
ベ
ク
職
へ
の
任
用
と
が
関
連

づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ベ
ク
制
度
そ
の
も
の
の
大
要
は
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
ま
た
清
朝
統
治
下
に
お
け
る
ベ
ク
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
も
研

究
は
深
化
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
本
稿
の
議
題
に
関
し
て
も
、
ベ
ク
職
の
販
売
の

実
施
及
び
金
銭
に
よ
っ
て
ベ
ク
職
を
入
手
し
た
人
物
の
存
在
、
ま
た
道
光
年
間

以
降
に
つ
い
て
は
財
物
の
供
出
と
ベ
ク
職
へ
の
任
用
と
に
関
連
が
あ
る
こ
と
も
、

す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ベ
ク
職
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
式
を
経
て
金
銭
を
出
し
た
者
へ

と
提
供
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
ベ
ク
職
の
販
売
と
当
時
の
任
命
規
定
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て

は
ベ
ク
職
の
販
売
に
分
析
を
加
え
、
当
時
有
効
だ
っ
た
任
命
規
定
と
の
整
合
性

も
含
め
て
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
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史
料
に
つ
い
て

　
本
稿
で
主
と
し
て
使
用
し
た
史
料
は
漢
文
史
料
で
あ
る
。
編
纂
史
料
と
し
て

は
、
清
朝
の
政
治
に
関
す
る
記
事
が
年
代
順
に
編
纂
さ
れ
た
『
清
実
録
』、
回

部
の
行
政
上
に
生
じ
た
事
例
を
集
め
て
編
纂
さ
れ
た
『
回
疆
則
例）

12
（

』、
奏
稿

（
上
奏
文
の
写
し
）
な
ど
を
、

案
史
料
と
し
て
は
『
上
諭

』（
咸
豊
〜
同
治

朝
）
や
『
軍
機
処

摺
』
な
ど
を
利
用
し
た
。
特
に
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院

図
書
文
献
館
所
蔵
の
『
軍
機
処

摺
』
〇
八
九
三
四
三
号
、
〇
八
九
三
四
五
号
、

〇
九
五
二
八
七
号
、
〇
九
五
二
九
九
号
、
〇
九
五
三
〇
一
号
、
〇
九
五
三
〇
三

号
は
、
ベ
ク
職
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
た
回
部
統
治
崩
壊
直
前
の
同
治
二
年
か

ら
同
治
三
年
に
か
け
て
、
ベ
ク
に
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
履
歴
清
単
（
履
歴

書
）
で
あ
り
、
こ
の
履
歴
清
単
と
同
治
朝
の
『
上
諭

』
に
見
ら
れ
る
ベ
ク
の

任
命
の
記
録
を
対
照
す
る
こ
と
で
、
ベ
ク
職
に
任
用
さ
れ
た
者
を
特
定
し
、
そ

の
人
物
の
履
歴
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、
同
治
年
間
の
ベ
ク
職
の
販
売
に
つ

い
て
考
究
を
加
え
る
。

　
テ
ュ
ル
ク
語
史
料
と
し
て
は
、
ム
ッ
ラ
ー
・
ム
ー
サ
ー
の
『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・

ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー）

13
（

』
を
利
用
す
る
。

第
一
章
　
ベ
ク
の
任
命
規
定
の
変
遷
に
つ
い
て

　
同
治
年
間
の
ベ
ク
職
の
販
売
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
当
時
有
効
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ベ
ク
の
任
命
規
定
の

変
遷
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

︵
一
︶
先
行
研
究
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
の
変
遷

　
先
行
研
究
（
佐
口
一
九
六
三
：
一
四
八
〜
一
五
六
頁
、
劉
一
九
六
五
：
三
九

三
〜
三
九
五
頁
、
王
二
〇
〇
三
：
一
三
六
〜
一
四
一
頁
、
王
二
〇
一
一
：
七
五

〜
七
八
頁
、
楊
二
〇
一
二
：
一
二
〇
〜
一
二
三
頁
）
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ

う
な
ベ
ク
の
任
命
規
定
の
変
遷
が
示
さ
れ
て
き
た
。

・
回
部
征
服
後
の
乾
隆
年
間
に
ベ
ク
の
任
命
規
定
が
定
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

・
ベ
ク
の
任
命
規
定
が
嘉
慶
年
間
に
最
初
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
『
回
疆
則
例
』

に
ま
と
め
ら
れ
る）

14
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
・
ホ
ー
ジ
ャ
家
白
山
党
の
ホ
ー
ジ
ャ
）

の
侵
入
事
件
後
の
善
後
に
当
た
っ
た
那
彦
成
の
道
光
八
（
一
八
二
八
）
年
の
改

革
案
。

　
し
か
し
、
道
光
八
年
に
お
け
る
那
彦
成
の
改
革
案
が
、
そ
の
後
も
継
続
さ
れ

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
ず
、
早
く
に
こ
の
よ
う
な
変
遷
過
程
を
示
し

た
佐
口
（
一
九
六
三
：
一
五
三
頁
）
も
、
那
彦
成
の
改
革
案
が
厳
密
に
実
行
さ

れ
た
か
は
不
明
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
苗
（
一
九
九
五
：
三
二
〜
三
三

頁
）
は
上
奏
文
に
見
ら
れ
る
ベ
ク
の
候
補
の
人
数
が
那
彦
成
の
改
革
案
と
合
わ

な
い
と
述
べ
て
い
る）

15
（

。
さ
ら
に
、
潘
（
二
〇
〇
六
：
九
五
〜
九
八
頁
）
に
よ
れ

ば
、
那
彦
成
の
失
脚
後
に
、
長
齢
と
玉
麟
が
さ
ら
な
る
善
後
策
を
実
施
し
て
い

る
。

　
こ
の
た
め
、
那
彦
成
の
回
疆
善
後
策
に
よ
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
の
改
革
案
が
、
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そ
の
後
も
採
用
さ
れ
た
か
否
か
は
確
認
の
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
ベ
ク
の
任
命

規
定
の
変
遷
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

︵
二
︶
乾
隆
・
嘉
慶
年
間
の
ベ
ク
の
任
命
規
定

　
清
朝
支
配
の
初
期
に
お
け
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
は
、
乾
隆
二
十
七
（
一
七
六

二
）
年
か
ら
乾
隆
二
十
八
（
一
七
六
三
）
年
に
か
け
て
整
え
ら
れ
、
お
お
よ
そ

以
下
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
五
品
以
上
の
ベ
ク
の
任
免
に
つ
い
て
は

上
奏
し
て
皇
帝
の
裁
定
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
主
要
都
市
の
三
四
品

の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
、
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
（
副
長
官
、
ハ
ー
キ
ム
の
次
官
）

の
二
職
に
つ
い
て
は
候
補
者
を
列
記
し
て
上
奏
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
六
品
以

下
の
ベ
ク
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
大
臣
が
任
命
し
、
そ
の
結
果
を
年
末
に
ま
と

め
て
報
告
し
た）

16
（

。

　
次
い
で
、
嘉
慶
朝
に
お
け
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
は
、
嘉
慶
十
七
（
一
八
一

二
）
年
に
完
成
し
た
『
回
疆
則
例
』
の
原
修
本
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
筆
者
が
利
用
し
た
道
光
二
十
三
（
一
八
四
三
）
年
完
成
の
現
修
本
に

お
い
て
は
、
道
光
年
間
の
改
訂
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
嘉
慶
年
間
の
原
例
は
知

り
難
い）

17
（

。
し
か
し
、『
大
清
会
典
』
よ
り
嘉
慶
期
の
ベ
ク
の
任
命
規
定
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
主
要
都
市
の
三
四
品
の
ハ
ー
キ
ム
、
イ
シ
ク
ア
ガ
・

ベ
ク
の
二
職
に
つ
い
て
は
、
第
一
候
補
と
第
二
候
補
の
案
を
立
て
て
、
任
命
を

上
奏
し
て
求
め
る
。
一
部
の
四
五
品
の
ハ
ー
キ
ム
、
イ
シ
ク
ア
ガ
、
ハ
ザ
ー
ナ

チ
（
租
税
の
徴
収
を
担
当
）、
シ
ャ
ン
・
ベ
ク
（
現
物
納
の
徴
収
を
担
当
）
に

つ
い
て
は
、
各
都
市
の
大
臣
か
ら
報
告
を
受
け
た
参
賛
大
臣）

18
（

が
検
査
を
し
て
か

ら
任
命
す
る
。
そ
の
他
の
ベ
ク
は
、
各
都
市
の
大
臣
が
選
ん
で
候
補
と
し
て
任

用
し
、
年
末
に
ま
と
め
て
上
奏
す
る）

19
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間
に
お
け
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
に

お
い
て
、
候
補
者
を
立
て
た
上
で
任
命
を
上
奏
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、
主

要
都
市
の
三
・
四
品
の
ハ
ー
キ
ム
、
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
と
い
う
、
一
部
の
限

ら
れ
た
上
位
の
ベ
ク
職
で
あ
っ
た
。

︵
三
︶
那
彦
成
の
改
革
案
と
﹃
回
疆
則
例
﹄
に
お
け
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
と
の
相
違

　
道
光
六
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
道
光
七
（
一
八
二
七
）
年
に
か
け
て
回
部
の

西
半
を
占
拠
し
た
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
の
侵
入
事
件
の
後
に
、
善
後
策
に
当
た

っ
た
那
彦
成
は
、
道
光
八
年
に
ベ
ク
の
任
命
に
関
し
て
も
改
革
案
を
出
し
た
。

　
ま
ず
、
三
〜
五
品
の
ベ
ク
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
る
。

な
お
、
引
用
史
料
中
の
〔
　
〕
内
は
筆
者
の
注
記
で
あ
り
、〈
　
〉
内
は
筆
者

に
よ
る
訳
文
の
補
足
で
あ
る
（
以
下
、
他
の
引
用
文
中
に
お
い
て
も
同
様
）。

今
後
各
城
で
三
品
か
ら
五
品
に
至
る
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
い
た
ら
、
本
城

大
臣
か
ら
先
に
で
き
る
だ
け
尽
力
し
傷
を
受
け
も
し
く
は
家
族
を
殺
さ
れ

た
人
、
次
に
で
き
る
だ
け
殉
職
し
た
人
の
子
孫
、
次
に
で
き
る
だ
け
尽
力

し
た
名
門
を
調
べ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
そ
の
人
物
が
事
務
を
処
理

で
き
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
て
一
つ
一
つ
細
か
に
明
ら
か
に
し
て
、
内
地

の
制
度
の
と
お
り
に
四
項
目
を
立
て
た
台
帳
を
作
る
上
で
、
一
つ
目
に
は

功
績
、
二
つ
目
に
は
年
功
、
三
つ
目
に
は
人
物
、
四
つ
目
に
は
家
柄
に
つ

い
て
、
事
実
を
注
記
し
て
確
か
な
評
価
を
提
出
し
、
昇
進
す
る
べ
き
任
命

す
る
べ
き
人
四
、
五
人
を
書
き
だ
し
て
咨
文
に
添
え
て
〈
参
賛
大
臣
に
〉

発
送
し
、
参
賛
大
臣
が
そ
の
昇
進
す
る
べ
き
人
員
を
検
査
す
る
の
も
ま
た
、

在
官
年
数
三
年
を
経
る
と
い
う
例
を
定
め
て
こ
の
資
格
を
満
た
し
た
も
の
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は
そ
こ
で
は
じ
め
て
推
薦
を
許
可
す
る
こ
と
を
求
め
、
も
し
偽
り
や
ご
ま

か
し
が
あ
れ
ば
た
だ
ち
に
論
駁
と
調
査
を
行
い
、
も
し
再
審
査
で
怪
し
い

と
こ
ろ
が
無
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
各
都
市
の
大
臣
が
も
と
も
と
送
っ
て
き
た

評
価
の
と
お
り
に
書
面
に
認
め
て
一
名
の
人
員
を
任
命
す
る
こ
と
を
陛
下

が
決
定
す
る
こ
と
を
上
奏
し
て
求
め
る
よ
う
に
す
る）

20
（

。

ま
た
、
六
〜
七
品
ベ
ク
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

六
七
品
ベ
ク
と
金
頂
回
子）

21
（

の
ポ
ス
ト
が
空
い
た
場
合
も
ま
た
弊
害
が
無
い

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
今
日
の
六
七
品
ベ
ク
と
は
つ
ま
り
他
日

の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
で
あ
る
。
よ
り
一
層
〈
そ
の
人
選
を
〉
慎
重
に
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
各
都
市
の
大
臣
よ
り
、
詳
細
に
〈
人
材

を
〉
選
抜
し
て
、
在
官
年
数
を
満
た
し
て
昇
進
す
る
べ
き
〈
人
〉
と
任
命

す
る
べ
き
人
を
調
査
し
て
報
告
す
る
の
に
も
ま
た
四
項
目
を
立
て
た
台
帳

を
作
り
、
三
、
四
人
を
状
況
に
よ
り
判
断
し
て
保
証
推
薦
し
て
、
参
賛
大

臣
に
咨
文
を
送
り
〈
参
賛
大
臣
が
〉
検
査
し
て
任
命
す
る
。
そ
の
ベ
ク
た

ち
の
職
務
は
い
く
ぶ
ん
か
小
さ
い
の
で
、
前
例
の
と
お
り
任
命
し
、
上
奏

す
る
必
要
は
な
く
、
理
藩
院
に
咨
文
に
よ
っ
て
説
明
し
て
〈
理
藩
院
の
〉

審
査
を
求
め
る）

22
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
〜
五
品
の
ベ
ク
に
つ
い
て
は
四
〜
五
人
の
候
補
を
出
し

て
上
奏
し
、
そ
の
任
命
を
求
め
る
こ
と
、
六
〜
七
品
ベ
ク
に
つ
い
て
は
、
三
〜

四
人
の
候
補
を
各
都
市
の
大
臣
が
推
薦
し
、
参
賛
大
臣
が
検
査
し
て
任
命
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
皇
帝
の
裁
可
を
求
め
る
に
当
た
り
、
候
補

者
を
挙
げ
る
必
要
の
あ
る
ベ
ク
職
が
五
品
以
上
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
候
補

者
の
推
薦
を
要
求
さ
れ
る
上
位
の
ベ
ク
に
つ
い
て
も
、
従
来
は
第
一
候
補
（
擬

正
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
が
長
）
と
第
二
候
補
（
擬
陪
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
は

副
）
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
り
、
実
質
上
は
大
臣
が
擬
正
と
し
た
候
補
が
推
さ
れ

て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
改
善
し
、
大
臣
の
意
向
が
ベ
ク
の

人
事
に
対
し
て
過
度
に
反
映
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
複
数
人
の
候
補

者
推
薦
を
求
め
る
那
彦
成
の
改
革
案
の
意
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
那
彦
成
の
改
革
案
が
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
道

光
二
十
三
年
に
完
成
し
た
『
回
疆
則
例
』
に
お
い
て
も
、
同
様
の
記
載
が
見
出

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
内
容
の
完
全
な
一
致
は
見
出

し
難
い
。『
回
疆
則
例
』
に
は
、

改
訂

回
疆
各
都
市
の
ベ
ク
を
任
命
す
る
上
で
〈
ベ
ク
の
大
小
に
よ
っ
て
〉
上
奏
、

咨
文
、
迴
避
の
区
別
を
す
る
。

一
つ
回
疆
の
三
品
か
ら
五
品
に
至
る
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
け
ば
、
参
賛
大

臣
か
ら
第
一
候
補
と
第
二
候
補
の
案
を
立
て
任
命
を
上
奏
し
て
求
め
、
み

な
本
城
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
と
各
城
荘
の
ハ
ー
キ
ム
、
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ

ク
は
す
べ
て
本
籍
を
迴
避
さ
せ
て
、
六
品
以
下
の
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
け

ば
、
各
当
該
の
都
市
の
大
臣
か
ら
〈
参
賛
大
臣
〉
に
呈
文
を
も
っ
て
報
告

し
、
参
賛
〈
大
臣
〉
は
部
に
照
会
し
て
任
命
し
、〈
推
薦
さ
れ
た
〉
人
員

は
そ
の
検
査
に
送
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
前
例
の
と
お
り
に
本
籍
を
迴
避

す
る
必
要
は
な
い）

23
（

。
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と
あ
り
、
候
補
者
を
挙
げ
て
上
奏
し
た
う
え
で
皇
帝
の
裁
可
を
求
め
る
必
要
の

あ
る
ベ
ク
職
が
五
品
以
上
と
い
う
点
は
、
那
彦
成
の
改
革
案
と
同
様
で
あ
る
が
、

候
補
者
の
人
数
が
第
一
候
補
と
第
二
候
補
の
二
人
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
四
〜

五
人
の
候
補
を
必
要
と
す
る
那
彦
成
の
改
革
案
と
は
一
致
し
な
い
。
上
奏
文
で

候
補
者
を
挙
げ
て
任
命
す
る
ベ
ク
職
が
五
品
以
上
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
那

彦
成
の
改
革
案
の
趣
旨
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
候
補
者
の
人

数
に
つ
い
て
は
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

︵
四
︶﹁
長
齢
等
奏
﹂
に
よ
る
ベ
ク
の
任
命
規
定

　
先
に
挙
げ
た
『
回
疆
則
例
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
規
定
を
探
し
て
み
る

と
、『
宣
宗
実
録
』
に
、

今
後
三
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
の
九
つ
の
ポ
ス
ト
と
各
大
都
市
の
ハ
ー
キ
ム
、

イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
は
従
来
の
ま
ま
本
籍
を
迴
避
さ
せ
、
三
品
か
ら
五
品

に
至
る
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
け
ば
、
み
な
参
賛
〈
大
臣
〉
か
ら
第
一
候
補

と
第
二
候
補
の
案
を
立
て
、
任
命
を
上
奏
し
て
求
め
る
。
そ
の
各
城
荘
の

六
品
以
下
の
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
け
ば
、
み
な
本
処
を
迴
避
す
る
必
要
は

な
く
、
当
該
の
大
臣
か
ら
第
一
候
補
と
第
二
候
補
の
案
を
立
て
て
〈
参
賛

大
臣
に
〉
咨
文
を
も
っ
て
懇
請
し
、
参
賛
〈
大
臣
〉
は
部
に
照
会
し
て
任

命
す
る
上
で
、〈
候
補
の
人
を
〉
検
査
に
送
る
必
要
は
な
い）

24
（

。

と
あ
る
。
こ
の
規
定
の
載
る
上
奏
は
「
長
齢
等
奏）

25
（

」
と
な
っ
て
お
り
、
長
齢
ら

に
よ
る
上
奏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
長
齢
の
奏
稿
を
確
認
し

て
み
る
と
、
同
内
容
の
規
定
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る）

26
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
上
奏

は
、
道
光
十
一
年
九
月
二
十
八
日
（
一
八
三
一
年
十
一
月
二
日
）
の
日
付
で
、

揚
威
将
軍
長
齢
と
伊
犂
将
軍
玉
麟
の
共
同
上
奏
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る）

27
（

。

　
つ
ま
り
、『
宣
宗
実
録
』
に
見
え
る
前
記
の
ベ
ク
の
任
命
規
定
に
関
す
る
上

奏
は
、
那
彦
成
の
回
疆
善
後
を
批
判
し
た
長
齢
と
玉
麟
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

『
回
疆
則
例
』
に
見
え
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
も
、
長
齢
と
玉
麟
が
行
っ
た
再
度

の
回
疆
善
後
の
結
果
が
、
改
訂
と
し
て
反
映
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
長
齢
ら
の
上
奏
は
、
三
〜
五
品
ベ
ク
の
候
補
を
推
薦
す
る
際
に
も

引
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
慶
固
奏
稿）

28
（

』
に
、

道
光
十
一
年
に
揚
威
将
軍
長
齢
ら
の
明
白
な
上
奏
を
経
て
、
今
後
は
三
品

か
ら
五
品
に
至
る
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
が
空
い
た
ら
、
参
賛
〈
大
臣
〉
か
ら
第

一
候
補
と
第
二
候
補
の
案
を
立
て
任
命
を
上
奏
し
て
求
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
長
く
そ
の
通
り
に
処
理
し
て
き
た）

29
（

。

と
あ
り
、
こ
の
道
光
十
一
年
の
長
齢
ら
の
上
奏
と
は
内
容
か
ら
し
て
、
長
齢
と

玉
麟
の
共
同
上
奏
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
引
用
は
、
清
朝
の
回
部
統
治

が
い
っ
た
ん
崩
壊
す
る
同
治
三
年
の
ベ
ク
を
任
命
す
る
上
奏
文）

30
（

に
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
道
光
十
一
年
か
ら
同
治
三
年
ま
で
の
三
十
三
年
間
、
三
〜
五
品
ベ

ク
を
任
命
す
る
規
定
と
し
て
上
奏
文
に
引
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
同
治
年
間
に
ベ
ク
職
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に

お
い
て
も
、
道
光
十
一
年
の
長
齢
と
玉
麟
の
共
同
上
奏
に
由
来
す
る
ベ
ク
の
任

命
規
定
が
な
お
有
効
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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第
二
章
　
ベ
ク
職
の
販
売
に
つ
い
て

︵
一
︶
ベ
ク
職
の
販
売
へ
と
至
る
経
緯
と
そ
の
実
態

　
新
疆
軍
政
を
支
え
て
い
た
中
国
内
地
か
ら
の
支
援
金
で
あ
る
協
餉
銀
は
、
太

平
天
国
の
乱
が
起
こ
る
と
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た）

31
（

。
咸
豊
三

（
一
八
五
三
）
年
以
降
、
協
餉
銀
の
回
部
へ
の
輸
送
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く

な
り
、
同
治
年
間
に
至
っ
て
は
全
く
途
絶
し
た）

32
（

。
回
部
の
清
朝
官
僚
は
資
金
調

達
の
た
め
に
、
臨
時
の
増
税
や
ベ
ク
職
の
販
売
に
踏
み
切
っ
た）

33
（

。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
端
的
に
表
す
事
例
と
し
て
は
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
つ
い
て

『
穆
宗
実
録
』
に
、

本
日
、
ま
た
奎
英
ら
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、「
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
軍
費
の
不
足

は
非
常
に
大
き
く
、
そ
し
て
甘
粛
省
は
時
間
を
長
く
の
ば
し
て
〈
協
餉
銀

を
〉
送
っ
て
こ
ず
、
現
在
す
で
に
ベ
ク
や
ム
ス
リ
ム
が
真
心
を
述
べ
て
捐

納
し
て
い
る
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
該
の
都
市
の
ベ
ク
や
ム
ス

リ
ム
が
、
喜
び
勇
ん
で
公
事
に
励
ん
で
は
い
る
が
、
わ
ず
か
に
官
兵
の
月

給
は
、
か
ろ
う
じ
て
捐
納
を
勧
め
募
っ
て
の
補
充
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
あ

り
、
ど
う
し
て
長
く
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
か
つ
ま
た
民
の
財

力
が
も
は
や
尽
き
て
も
、
官
吏
が
そ
の
ま
ま
〈
捐
納
の
〉
強
制
的
な
割
り

当
て
を
行
い
、
弊
害
が
増
加
す
る
の
を
心
配
す
る）

34
（

。

と
あ
り
、
軍
費
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
現
地
清
朝
当
局
が
、

ベ
ク
や
ム
ス
リ
ム
に
捐
納）

35
（

を
募
る
こ
と
で
、
か
ろ
う
じ
て
官
兵
に
月
給
を
支
給

し
て
い
た
状
況
が
看
取
で
き
る
。
テ
ュ
ル
ク
語
史
料
で
あ
る
『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・

ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー
』
の
記
述
で
は
、
兵
隊
た
ち
に
給
与
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
清
朝
の
官
吏
た
ち
が
官
位
を
売
り
に
出
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
従
来

の
ベ
ク
た
ち
が
落
ち
ぶ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

36
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
述

べ
た
後
、
著
者
ム
ッ
ラ
ー
・
ム
ー
サ
ー
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー
』
に
、

「
ト
ル
フ
ァ
ン
人
の
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
ヤ
ル
カ
ン
ド

の
ハ
ー
キ
ム
で
あ
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
イ

シ
ク
ア
ガ
で
あ
っ
た
。
あ
る
罪
に
よ
っ
て
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
・
ワ
ン
・
ベ

ギ
ム
を
退
け
て
、
ホ
タ
ン
人
の
ル
ス
タ
ム
・
ベ
グ
と
い
う
人
か
ら
二
〇
〇

〇
ヤ
ン
ブ
ー
を
取
っ
て
、
彼
を
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
ハ
ー
キ
ム
に
し
た
。
ル
ス

タ
ム
・
ベ
グ
は
も
と
も
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
の

前
で
馬
の
手
綱
を
引
い
て
走
り
回
る
仕
事
を
す
る
使
用
人
の
立
場
を
誇
り
、

『
こ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
名
誉
に
し
て
誇
り
で
あ
る
』
と
知
っ
て
い
た
人

で
あ
っ
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
、〈
ヒ
タ
イ

の
官
吏
た
ち
が
〉
こ
の
よ
う
な
人
を
『
お
金
を
出
し
た
』
と
い
う
こ
と
で

ワ
ン
た
る
人
の
上
に
ハ
ー
キ
ム
と
し
、
ワ
ン
た
る
人
を
イ
シ
ク
ア
ガ
の
官

職
に
立
て
て
、
そ
の
勤
め
に
あ
て
が
っ
た
こ
と
を
恥
と
思
っ
て
、『
こ
の

よ
う
に
し
て
生
き
る
よ
り
死
ん
だ
方
が
は
る
か
に
良
い
』
と
言
っ
て
、
自

殺
し
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
。
ま
た
、
ク
チ
ャ
人
の
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
イ
ス

ハ
ー
ク
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
と
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
ア
フ
マ
ド
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム

の
使
用
人
で
あ
っ
た
ク
チ
ャ
人
の
ク
ト
ル
ク
・
ベ
グ
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
ハ

ー
キ
ム
で
あ
っ
た
。
彼
の
弟
の
サ
イ
ー
ド
・
ベ
グ
は
一
五
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー

を
出
し
て
ア
ク
ス
の
ハ
ー
キ
ム
と
な
っ
た）

37
（

。
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と
あ
る
。
文
中
の
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
清
朝
側
の
史
料
に
見

え
る
ト
ル
フ
ァ
ン
郡
王
の
阿
普
哩
敦）

38
（

（A
frīdū

n

、
阿
克
拉
依
都
と
も
記
さ
れ

る
）、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
郡
王
品
級
の
邁
瑪
第
敏

（M
uh. am

m
ad A

m
īn

）
に
比
定
で
き
る
。
な
お
、「
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
」
は
「
我

が
王
ベ
ク
」
の
意
で
あ
り
、
清
朝
か
ら
王
爵
を
与
え
ら
れ
た
ベ
ク
を
指
し
て
い

る
。

　
つ
ま
り
、
両
者
と
も
に
清
朝
か
ら
世
襲
の
王
公
爵
を
与
え
ら
れ
た
回
部
王
公）

39
（

で
あ
り
、
清
朝
統
治
体
制
下
に
お
け
る
回
部
の
貴
顕
と
言
っ
て
よ
い
人
物
で
あ

る
。
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
と
そ
の
次

官
た
る
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
で
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
の
在
任
期
間）

40
（

は
約
六
年
間
（
咸
豊
三
〜
八
年
）
ほ
ど
重
な
っ
て
お
り
、
文
中
の
人
物
に
当
た

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
は
、
銀
二
万
余
両
の
借
金
返
済
の
た

め
に
ム
ス
リ
ム
住
民
へ
の
銀
両
割
り
当
て
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
同
治
元
（
一
八

六
二
）
年
に
解
任
さ
れ
た）

41
（

。
文
中
の
「
あ
る
罪
」
と
は
こ
の
事
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ル
ス
タ
ム
・
ベ
グ
は
如
斯
塔
木）

42
（

（R
ustam

）
に
当
た

る
。
ル
ス
タ
ム
は
、
同
治
二
年
に
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
任
命
さ

れ
た）

43
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
は
咸
豊
九
（
一
八
五
九
）
年
に
ホ
タ

ン
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
任
命
さ
れ
て
い
る）

44
（

。
そ
し
て
、
彼
は
同
治
二
年
に
病

死
し
た）

45
（

。
没
年
が
ル
ス
タ
ム
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
就
任
の
年
と
同
年
で
あ
る
こ

と
に
は
注
意
を
要
す
る
が
、『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー
』
の
記
す
よ
う

に
ル
ス
タ
ム
の
次
官
と
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ
ー
ン
が
彼
の
下
位
に
甘
ん
じ

る
状
況
が
出
現
し
た
と
は
、
や
や
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
、
上
記
に
引
用
し
た

記
述
に
は
、
若
干
の
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
文
中
の
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
イ
ス
ハ
ー
ク
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
及
び
ミ
ー
ル

ザ
ー
・
ア
フ
マ
ド
・
ワ
ン
・
ベ
ギ
ム
は
郡
王
の
伊
薩
克
（Ish. āq

）
と
愛
瑪
特

（A
h. m

ad

）
の
父
子
に
当
た
る
。「
ミ
ー
ル
ザ
ー
」
の
語
は
、
ア
ミ
ー
ル
・
ザ

ー
ダ
の
省
略
形
で
あ
り
、
ア
ミ
ー
ル
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ク
ト

ル
ク
・
ベ
グ
は
庫
吐
魯
克
（Q

utluq

）
に
、
サ
イ
ー
ド
・
ベ
グ
は
薩
依
提

（Sa ‘īd

）
に
当
た
る
。
ク
ト
ル
ク
は
咸
豊
九
年
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
ハ
ー
キ
ム
・

ベ
ク
に）

46
（

、
サ
イ
ー
ド
は
同
治
二
年
に
ア
ク
ス
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
任
命
さ
れ

た
）
47
（

。
た
だ
し
、
ク
ト
ル
ク
が
イ
ス
ハ
ー
ク
父
子
の
使
用
人
で
あ
っ
た
か
否
か
は

確
認
が
取
れ
な
い
。

　
お
そ
ら
く
、『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー
』
の
記
述
は
、
多
少
の
誇
張

を
含
み
つ
つ
も
、
以
前
は
爵
位
を
世
襲
す
る
王
公
一
族
が
任
用
さ
れ
る
傾
向
に

あ
っ
た
主
要
都
市
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
職
に
、
従
来
の
世
襲
王
公
で
は
な
い
人

物
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ル
ス
タ
ム）

48
（

が
二
〇
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー
（
約
十
万
両
）
を
、

サ
イ
ー
ド
が
一
五
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー
（
約
七
万
五
千
両
）
を
出
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
両
名
に
つ
い
て
は
、
捐
納
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。『
同
治
朝
上
諭

』
に
、

同
治
二
年
八
月
初
七
日
〔
一
八
六
三
年
九
月
一
九
日
〕
に
、
内
閣
は
〈
以

下
の
よ
う
な
〉
上
諭
を
頂
き
、「
景
廉
ら
は
ム
ス
リ
ム
や
ベ
ク
が
軍
費
を

捐
納
し
た
の
で
〈
彼
ら
を
〉
激
励
す
る
こ
と
を
請
願
す
る
こ
と
に
つ
い
て

上
奏
し
た
。
ヤ
ル
カ
ン
ド
三
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
の
ル
ス
タ
ム
が
軍
費
プ

ル
銭
一
万
串
を
捐
納
し
た
。
ア
ク
ス
三
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
の
サ
イ
ー
ド
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が
軍
費
一
万
両
を
捐
納
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
公
事
に
励
ん
で
い
る
。

み
な
理
藩
院
に
委
ね
て
、
手
厚
く
昇
進
を
審
議
さ
せ
る
」、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た）

49
（

。

と
あ
り
、
ル
ス
タ
ム
は
軍
費
プ
ル
銭
一
万
串
（
串
は
千
文
。
一
万
串
は
一
千
万

文
に
相
当）

50
（

）
を
、
サ
イ
ー
ド
は
、
軍
費
一
万
両）

51
（

を
捐
納
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ハ
ミ
ー
デ
ィ
ー
』
と
『
同
治
朝
上
諭

』
に
見
え
る
両
人
の

拠
出
額
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
金
銭
を
拠
出
し
て
ハ
ー
キ
ム
と
な
る
行

為
は
、
清
朝
側
の
制
度
で
い
え
ば
捐
納
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ベ
ク
の
任
命
に
関
し
て
軍
費
を
捐
納
す
る
と
い
う
行
為
は
、
少
な
く
と
も
同

治
元
年
ま
で
に
は
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
穆
宗
実
録
』
に
、

以
前
に
英
蘊
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、「
カ
ラ
・
シ
ャ
フ
ル
の
コ
ル
ラ
三
品
ハ

ー
キ
ム
・
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
ラ
シ
ー
ド
を
第

一
候
補
と
し
て
〈
任
命
を
求
め
〉、
軍
費
銀
五
百
両
を
捐
納
し
た
こ
と
を

公
然
と
表
明
し
、
ア
ク
ス
四
品
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
転
任
を
求
め
、
軍
費
銀
一
千
両

を
捐
納
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
公
然
と
表
明
し
、
す
で
に
相
つ

い
で
〈
軍
費
を
〉
額
ど
お
り
に
領
収
し
た
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
欠
員
の
出
た
ポ
ス
ト
へ
の
任
命
の
た
め
に
捐
納
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
近
ご
ろ
、
あ
ろ
う
こ
と
か
改
め
る
こ
と
が
難
し
い
悪
習
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
に
捐
納
を
強
制
し
て
私
腹
を
肥
や
す
等
の
弊
害
が
あ
る
の
を

心
配
す
る）

52
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。

と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
ベ

ク
職
の
販
売
の
実
態
と
は
、
欠
員
の
出
た
ベ
ク
職
へ
の
任
用
を
求
め
て
軍
費
を

捐
納
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
捐
納
は
い
わ
ゆ
る
「
売
官
」
と
違
い
、
得
ら
れ
る
の
は
官
職
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
所
定
の
ポ
ス
ト
へ
の
任
官
資
格
で
あ
っ
て
、
捐
納
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
必
ず
そ
の
ポ
ス
ト
に
就
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た）

53
（

。
そ
の
た
め
、
清

朝
中
央
も
こ
の
回
部
に
お
け
る
ベ
ク
職
へ
の
任
用
を
め
ぐ
る
状
況
を
、「
欠
員

の
出
た
ポ
ス
ト
へ
の
任
命
の
た
め
に
捐
納
し
て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の
弊
害
を

気
に
か
け
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ベ
ク
職
へ
の
任
用
に
際
し
て
軍
費
の
捐
納
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事

態
は
、
回
部
の
清
朝
当
局
が
ム
ス
リ
ム
蜂
起
に
直
面
す
る
同
治
三
年
ま
で
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

︵
二
︶
同
治
二
年
か
ら
同
治
三
年
に
か
け
て
の
ベ
ク
の
任
命
と
軍
費
の
捐
納

　
同
治
二
年
か
ら
同
治
三
年
に
か
け
て
、
ベ
ク
に
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
履
歴

清
単
で
あ
る
『
軍
機
処

摺
』
〇
八
九
三
四
三
号
、
〇
八
九
三
四
五
号
、
〇
九

五
二
八
七
号
、
〇
九
五
二
九
九
号
、
〇
九
五
三
〇
一
号
、
〇
九
五
三
〇
三
号
に

見
ら
れ
る
候
補
者
の
履
歴
の
う
ち
、
第
一
候
補
（
擬
正
）
と
さ
れ
た
者
の
経
歴

の
末
尾
に
は
多
く
の
場
合
、「
報
捐
軍
餉
○
○
両
」
す
な
わ
ち
「
○
○
両
の
軍

費
を
捐
納
し
た
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
、
両
年
の
ベ
ク
の
任
命
を
『
同
治
朝

上
諭

』
で
確
認
す
る
と
、
た
い
て
い
の
場
合
、
軍
費
を
捐
納
し
た
第
一
候
補

が
ベ
ク
に
任
命
さ
れ
て
い
る）

54
（

。
履
歴
清
単
と
『
同
治
朝
上
諭

』
に
基
づ
き
、

こ
れ
ら
ベ
ク
職
へ
任
命
さ
れ
た
者
た
ち
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
任
命
年
／
人
名
／
任
命
さ
れ
た
ベ
ク
職
／
捐
納
し
た
軍
費
の
額
（
捐
納
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の
無
い
場
合
は
「
な
し
」
と
し
た
）
の
順
番
に
記
し
た
。

（
一
）
同
治
二
年
／
素
皮

雅
斯
／
葉
爾
羌
五
品
帕
提
沙
普
伯
克
／
プ
ル
三
百

五
十
串

（
二
）
同
治
二
年
／
伊
斯
堪
達
爾
／
葉
爾
羌
五
品
密
圖
瓦
里
伯
克
／
な
し

（
三
）
同
治
二
年
／
阿
布
都
薩
依
都
／
葉
爾
羌

什
喇
普
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克

／
プ
ル
三
百
五
十
串

（
四
）
同
治
二
年
／
胡
達
巴
爾
底
／
葉
爾
羌
托
果
斯
鉛
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克
／

プ
ル
三
百
五
十
串

（
五
）
同
治
二
年
／
庫
爾
班
／
葉
爾
羌
哈
爾
噶
里
克
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克
／
プ

ル
三
百
五
十
串

（
六
）
同
治
二
年
／
阿
布
都
希
里
普
／
葉
爾
羌
舒
克
舒
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克
／

プ
ル
三
百
串

（
七
）
同
治
二
年
／
托
胡

雅
斯
／
葉
爾
羌
鄂
普
爾
荘
五
品
密
喇
普
伯
克
／
な

し（
八
）
同
治
二
年
／
吐
密
爾
／
阿
克
蘇
拜
城
五
品
伊
什
罕
伯
克
／
プ
ル
三
百
串

（
九
）
同
治
二
年
／
托
胡
塔
／
喀
什
噶
爾
四
品
伊
什
罕
伯
克
／
な
し

（
一
〇
）
同
治
二
年
／
塔
依
爾
／
和

所
属
哈
喇
哈
什
荘
四
品
阿
奇
木
伯
克
／

プ
ル
一
千
串

（
一
一
）
同
治
三
年
／

雅
斯
／
和

三
品
阿
奇
木
伯
克
／
銀
一
万
両

（
一
二
）
同
治
三
年
／
阿
布
拉
／
和

塔
克
努
拉
荘
四
品
阿
奇
木
伯
克
／
銀
八

百
両

（
一
三
）
同
治
三
年
／
巴
海
／
喀
什
噶
爾
塔
斯
渾
荘
五
品
密
喇
普
伯
克
／
銀
四

百
五
十
両

（
一
四
）
同
治
三
年
／
愛
吉
／
庫
車
五
品
噶
雑
納
齊
伯
克
／
銀
三
百
両

（
一
五
）
同
治
三
年
／
坤
都
斯
／
英
吉
沙
爾
五
品
伊
什
罕
伯
克
／
銀
八
百
両

（
一
六
）
同
治
三
年
／
愛
木
爾
／
布
古
爾
五
品
商
伯
克
／
銀
一
百
五
十
両

（
一
七
）
同
治
三
年
／
哈
色
木
／
葉
爾
羌
奎
里
鐵
列
木
荘
五
品
柯
埓
克
雅
勒
克

伯
克
／
プ
ル
一
百
五
十
串

（
一
八
）
同
治
三
年
／
邁
瑪
底
敏
／
葉
爾
羌
和
爾
罕
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克
／
プ

ル
一
百
五
十
串

（
一
九
）
同
治
三
年
／
那
斯
爾
／
喀
什
噶
爾
罕
愛
里
克
荘
五
品
阿
奇
木
伯
克
／

銀
一
千
両

（
二
〇
）
同
治
三
年
／
愛
孜
木
沙
／
和

四
品
伊
什
罕
伯
克
／
銀
一
千
五
百
両

　
以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ク
に
任
命
さ
れ
た
二
〇
名
の
う
ち
一
七
名
が
軍
費
の
捐

納
を
し
て
お
り
、
ベ
ク
職
へ
の
任
命
に
際
し
て
軍
費
を
捐
納
す
る
と
い
う
行
為

が
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
一
七
名
の
中
で
も
、

軍
費
の
捐
納
に
よ
っ
て
初
め
て
ベ
ク
職
を
得
て
い
る
と
い
う
点
で
、
特
徴
的
な

事
例）
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と
し
て
、（
一
九
）
と
し
て
示
し
た
ナ
ー
ス
ィ
ル
（
那
斯
爾Nās. ir

）
と

い
う
人
物
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
治
三
年
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
ハ
ー
ン
ア

リ
ク
荘
の
五
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
任
命
さ
れ
た
三
品
頂
戴
花
翎
ナ
ー
ス
ィ
ル

の
経
歴
は
『
軍
機
処

摺
』
〇
九
五
二
八
七
号
に
見
え
る
。
こ
の
履
歴
清
単
に

よ
れ
ば
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
は
ク
チ
ャ
出
身
で
あ
り
、
当
時
は
二
十
六
歳
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
履
歴
に
見
え
る
彼
の
功
績
と
、
そ
の
功
績
に
対
す
る
清
朝
側
の

賞
与
を
抽
出
し
て
簡
略
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
年
次
／
功
績

／
賞
与
の
順
に
示
し
た
。
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咸
豊
五
年
／
功
績
： 

賊
匪
滋
事
、
遇
賊
打
仗
出
力
〔
賊
が
騒
動
を
起
こ
し
、
賊

と
遭
遇
し
て
戦
っ
て
尽
力
〕

　
　
　
　
／
賞
与
： 

賞
給
六
品
頂
藍
翎
〔
六
品
頂
戴
藍
翎
を
褒
美
と
し
て
与
え

る
〕

　
　
八
年
／
功
績
： 
監
修
喀
什
噶
爾
城
工
出
力
〔
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
城
壁
の
工
事

を
監
督
し
て
尽
力
〕

　
　
　
　
／
賞
与
： 

賞
給
五
品
頂
花
翎
、
以
七
品
伯
克
缺
出
即
補
〔
五
品
頂
戴

花
翎
を
褒
美
と
し
て
与
え
、
七
品
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
に
欠
員

が
生
じ
れ
ば
直
ち
に
任
じ
る
〕

　
　
九
年
／
功
績
： 

捐
輸
軍
餉
出
力
〔
軍
費
を
捐
納
し
て
尽
力
〕

　
　
　
　
／
賞
与
： 

賞
換
四
品
頂
戴
、
以
五
品
伯
克
缺
出
儘
先
即
補
〔
四
品
頂

戴
に
換
え
る
こ
と
を
褒
美
と
し
て
許
し
、
五
品
ベ
ク
の
ポ

ス
ト
に
欠
員
が
生
じ
れ
ば
優
先
し
て
任
じ
る
〕

　
十
一
年
／
功
績
： 

賊
匪
滋
事
、
打
仗
出
力
〔
賊
が
騒
動
を
起
こ
し
、
戦
っ
て

尽
力
〕

　
　
　
　
／
賞
与
： 

賞
換
三
品
頂
戴
、
以
四
品
伯
克
缺
出
即
補
〔
三
品
頂
戴
に

換
え
る
こ
と
を
褒
美
と
し
て
許
し
、
四
品
ベ
ク
の
ポ
ス
ト

に
欠
員
が
生
じ
れ
ば
直
ち
に
任
じ
る
〕

同
治
元
年
／
功
績
： 

賊
匪
滋
事
、
打
仗
出
力
〔
賊
が
騒
動
を
起
こ
し
、
戦
っ
て

尽
力
〕

　
　
　
　
／
賞
与
： 

以
三
品
伯
克
缺
出
儘
先
即
補
〔
三
品
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
に
欠

員
が
生
じ
た
ら
優
先
し
て
直
ち
に
任
じ
る
〕

　
　
三
年）
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／
功
績
： 

報
捐
喀
什
噶
爾
軍
餉
銀
一
千
両
〔
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
軍
費
銀

一
千
両
を
捐
納
し
た
〕

　
以
上
の
よ
う
に
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
が
最
初
に
ベ
ク
へ
の
任
用
資
格
を
得
た
の
は
、

咸
豊
八
（
一
八
五
八
）
年
に
七
品
ベ
ク
へ
の
任
用
資
格
を
与
え
ら
れ
た
時
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
後
も
清
朝
当
局
へ
の
貢
献
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼

に
与
え
ら
れ
る
の
は
ベ
ク
職
そ
の
も
の
で
な
く
、
品
級
は
上
が
っ
て
い
る
も
の

の
、「
ベ
ク
の
ポ
ス
ト
に
欠
員
が
生
じ
れ
ば
直
ち
に
任
じ
る
」
と
い
っ
た
よ
う

な
ベ
ク
職
へ
の
任
用
資
格
で
あ
り
続
け
、
彼
の
任
用
資
格
は
ベ
ク
制
度
の
も
と

で
ム
ス
リ
ム
が
任
用
さ
れ
得
る
最
高
の
地
位
で
あ
る
三
品
ベ
ク
の
も
の
と
な
り
、

同
治
三
年
に
な
っ
て
軍
費
を
捐
納
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
五
品
ハ
ー
キ
ム
・

ベ
ク
職
を
得
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
ベ
ク
へ
の
任
用
資
格
を
得
て
か
ら
六
年
が

経
過
し
て
お
り
、
彼
の
経
歴
は
ベ
ク
職
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
こ
の
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
出
身
に
つ
い
て
は
ク
チ
ャ
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
う

こ
と
以
外
に
は
、
親
の
情
報
な
ど
も
知
り
得
な
い
。
こ
の
事
か
ら
、
彼
が
少
な

く
と
も
、
上
位
の
ベ
ク
職
に
代
々
任
命
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
を
親
に
持
つ
、
有

力
な
家
系
の
出
身
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
彼
は
、
堀

（
一
九
九
七
：
二
〇
頁
）
が
そ
の
登
場
を
指
摘
し
て
い
る
、
清
朝
支
配
の
初
期

か
ら
の
世
襲
的
有
力
者
で
は
な
い
新
興
勢
力
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
経
歴
の
中
で
功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
行
動
を

抽
出
し
て
み
る
と
、
賊
と
の
戦
い
に
お
け
る
軍
功
、
城
壁
の
工
事
に
お
け
る
貢

献
、
軍
費
の
捐
納
の
三
つ
の
要
素
を
見
出
せ
る
。
こ
の
う
ち
、
軍
費
の
捐
納
に

つ
い
て
は
「
銀
一
千
両
」
と
し
て
直
近
に
納
付
し
た
具
体
的
な
金
額
が
記
さ
れ

て
い
る
。
直
前
に
納
め
た
金
額
と
ベ
ク
職
へ
の
推
薦
が
直
結
す
る
よ
う
な
履
歴

の
書
き
方
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
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以
上
の
検
討
か
ら
、
ム
ス
リ
ム
蜂
起
直
前
に
お
け
る
ベ
ク
の
任
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ベ
ク
職
へ
の
任
用
を
捐
納
に
よ
っ
て
直
接
的
に
得
る
行
為
は
、

清
朝
中
央
か
ら
悪
習
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
回
部
の
清
朝
官
僚
は
、

軍
費
の
捐
納
に
つ
い
て
は
候
補
者
の
履
歴
清
単
に
功
績
と
し
て
記
し
、
軍
費
の

捐
納
を
行
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
第
一
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
形

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
費
の
捐
納
者
に
対
す
る
ベ
ク
職
の
提
供
と
ベ
ク
の

任
命
規
定
と
の
整
合
性
を
保
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
と
く
に
道
光
年
間
以
降
の
ベ
ク
の
任
命
規
定
の
変
遷
に

つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、『
軍
機
処

摺
』
に
残
る
ベ
ク
の
候
補
者
の
履
歴

清
単
を
利
用
し
て
、
ベ
ク
職
の
販
売
に
考
究
を
加
え
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
一
に
、
同
治
年
間
に
ベ
ク
職
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
、

道
光
十
一
年
の
長
齢
と
玉
麟
の
共
同
上
奏
に
由
来
す
る
ベ
ク
の
任
命
規
定
が
な

お
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
第
二
に
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
ベ
ク
職
の
販
売
の
実
態
と

は
、
欠
員
の
出
た
ベ
ク
職
へ
の
任
用
を
求
め
て
軍
費
を
捐
納
し
、
当
該
の
ベ
ク

職
へ
の
任
用
を
得
る
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
ハ
ー
ン
ア
リ
ク
荘
の
五
品
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
に
任

命
さ
れ
た
三
品
頂
戴
花
翎
ナ
ー
ス
ィ
ル
の
履
歴
清
単
を
検
討
し
た
結
果
、
彼
が

軍
功
や
捐
納
に
よ
っ
て
ベ
ク
へ
の
任
官
資
格
を
獲
得
し
、
実
際
に
五
品
ハ
ー
キ

ム
・
ベ
ク
に
任
命
さ
れ
た
際
に
も
軍
費
の
捐
納
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
清
朝
支
配
の
初
期
か
ら
の
世
襲
的
有
力
者
で
は
な
い
新
興

勢
力
の
一
人
と
目
さ
れ
る
人
物
が
ベ
ク
職
を
獲
得
し
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
第
四
に
、
回
部
の
清
朝
官
僚
は
、
軍
費
の
捐
納
に
つ
い
て
は
候
補
者
の
履
歴

清
単
に
功
績
と
し
て
記
し
、
軍
費
の
捐
納
を
行
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
第
一
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
費
の
捐
納
者

に
対
す
る
ベ
ク
職
の
提
供
と
ベ
ク
の
任
命
規
定
と
の
整
合
性
を
保
っ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
ベ
ク
職
の
販
売
は
、
清
朝
の
回
部
統
治
が
ま
さ
に
崩
壊
す
る

寸
前
に
起
こ
っ
た
末
期
的
な
一
事
象
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ク
職
の
販
売

が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
清
朝
に
よ
る
ベ
ク
制
度
の
導
入
か
ら
約

一
世
紀
が
過
ぎ
た
同
治
二
〜
三
年
に
お
い
て
、
ベ
ク
職
に
任
用
さ
れ
る
者
が
身

分
と
し
て
の
「
ベ
グ
」
の
系
譜
に
連
な
る
者
た
ち
と
は
限
ら
ず
、
金
銭
の
提
供

者
も
ベ
ク
職
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
事
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

清
朝
の
間
接
統
治
体
制
の
中
で
、
回
部
の
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
社
会
に
も

様
々
な
変
容
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
身
分
秩
序
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
て
い
く
う
え
で
、
本
稿
の
成
果
は
裨
益
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

謝
辞
：
本
稿
、
と
く
に
第
二
章
に
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費

（
課
題
番
号26

・5531

）
の
成
果
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

文
献
リ
ス
ト

漢
文
史
料

『
軍
機
処

摺
』：『
軍
機
処

摺
』、
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
館
所
蔵
。
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『
回
疆
則
例
』：『
欽
定
回
疆
則
例
』、
賽
尚
阿
等
奉
勅
撰
、
道
光
二
十
二
年
、
東
京
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
所
蔵
。

『
慶
固
奏
稿
』：『
慶
固
奏
稿
』、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
二
〇
〇
四
年
。

『
清
代
新
疆
稀
見
奏
牘
匯
編
（
道
光
朝
巻
）』：『
清
代
新
疆
稀
見
奏
牘
匯
編
（
道
光
朝
巻
）』、

馬
大
正
、
呉
豊
培
主
編
、
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

『
大
清
会
典
』：『
欽
定
大
清
会
典
（
嘉
慶
朝
）』、
托
津
等
奉
敕
纂
、
文
海
出
版
社
、
一
九

九
一
年
。

『
咸
豊
朝
上
諭

』、『
同
治
朝
上
諭

』：『
咸
豐
同
治
兩
朝
上
諭

』、
中
國
第
一
歴
史

案
館
編
、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

『
那
奏
議
』：『
那
文
毅
公
（
彦
成
）
籌
劃
回
疆
善
後
奏
議
』、
那
彦
成
撰
、
章
佳
容
安
輯
、

文
海
出
版
社
、
一
九
六
八
年
。

『
平
定
準
噶
爾
方
略
』：『
平
定
準
噶
爾
方
略
』、
傅
恒
等
奉
勅
撰
、
中
国
西
北
文
献
叢
書
編

輯
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
。

『
穆
宗
実
録
』：『
大
清
穆
宗
毅
（
同
治
）
皇
帝
実
録
』
華
文
書
局
、
一
九
七
〇
年
。

テ
ュ
ル
ク
語
史
料

『
伊
米
徳
史
（
察
合
台
文
）』：
毛
拉
・
穆
薩
・
本
・
毛
拉
・
艾
薩
・
和
卓
・
賽
拉
米
（
著
）

「
伊
米
徳
史
（
察
合
台
文
）」
甘
粛
省
古
籍
文
献
整
理
編
訳
中
心
（
編
）
二
〇
〇
六
『
西

北
少
数
民
族
文
字
文
献
』
第
四
巻
〔
中
国
西
北
文
献
叢
書
二
編
・
第
四
輯
〕
北
京
：
線

装
書
局
。

Tārīkh-i h. am
īdī

：Jarring Collection, Prov. 163

〔M
ullā M

ū
sā bin M

ullā ‘Īsā K
hw
āja 

Sayrām
ī, Tā rī kh-i H. am

ī dī

〕.

中
国
語
文
献

陳
炳
光
　
一
九
八
七
『
清
代
辺
政
通
考
』、
亜
洲
考
古
叢
刊
第
五
輯
（
四
五
）、
台
北
：
南

天
書
局
（
再
版
一
九
八
一
；
初
版
一
九
三
四
）。

林
恩
顯
　
一
九
八
八
『
清
朝
在
新
疆
的
漢
回
隔
離
政
策
』
台
北
：
台
湾
商
務
印
書
館
。

劉
義
棠
　
一
九
六
五
「
伯
克
制
度
研
究
」『
国
立
政
治
大
学
学
報
』
一
一
：
三
五
三
〜
四

〇
一
頁
。

毛
拉
木
薩
　
二
〇
一
三
：
毛
拉
木
薩
・
賽
拉
米
（
著
）、
艾
力
・
吾
甫
爾
（
訳
注
）
二
〇

一
三
「
伊
米
徳
史
」
苗
普
生
（
主
編
）『
清
代
察
合
台
文
文
献
訳
注
』
烏
魯
木
斉
：
新

疆
人
民
出
版
社
、
三
一
三
〜
五
三
八
頁
。

苗
普
生
　
一
九
九
五
『
伯
克
制
度
』
烏
魯
木
斉
：
新
疆
人
民
出
版
社
。

米
爾
瓦
特
　
一
九
九
四
「
一
七
五
九
│
一
八
六
〇
：
新
疆
白
銀
生
命
線
」
馬
大
正
主
編

『
西
域
考
察
與
研
究
』
烏
魯
木
斉
：
新
疆
人
民
出
版
社
、
三
六
三
〜
三
七
二
頁
。

潘
志
平
　
二
〇
〇
六
『
浩
罕
国
与
西
域
政
治
』
烏
魯
木
斉
：
新
疆
人
民
出
版
社
。

王
東
平
　
二
〇
〇
三
『
清
代
回
疆
法
律
制
度
研
究
（
一
七
五
九
│
一
八
八
四
年
）』
哈
爾

濱
：
黒
龍
江
教
育
出
版
社
。

王
力
　
二
〇
一
一
『
清
代
治
理
回
疆
政
策
研
究
』
北
京
：
民
族
出
版
社
。

王
欣
　
二
〇
〇
五
「《
回
疆
則
例
》
研
究
」『
中
国
辺
疆
史
地
研
究
』
一
五
（
三
）：
三
〇

〜
三
九
頁
。

許
大
齡
　
一
九
六
八
『
清
代
捐
納
制
度
』
香
港
：
龍
門
書
店
（
再
版
；
初
版
一
九
五
〇
）。

邢
蕾
　
二
〇
一
三
「
試
論
清
代
回
疆
的
法
律
控
制
与
伯
克
管
理
」『
新
疆
大
学
学
報
（
哲

学
・
人
文
社
会
科
学
版
）』
四
一
（
二
）、
六
八
│
七
二
頁
。

楊
軍
　
二
〇
一
二
『
清
代
新
疆
地
区
法
律
制
度
及
其
変
遷
研
究
』
北
京
：
民
族
出
版
社
。

張
伯
国
　
二
〇
一
八
「
清
代
回
疆
公
共
事
務
中
伯
克
報
効
及
其
問
題
」『
西
域
研
究
』
二
、

三
四
〜
四
二
頁
。

ウ
イ
グ
ル
語
文
献

M
ulla M

usa 2007

：M
ulla M

usa Sayram
i, T

arikhi H
äm

idi, N
äshrga täyyarlighuchi: 

Ä
nw

är B
aytur, B

eyjing: M
illätlar N

äshriyati, 2007

〔2010

（
重
印
）〕.

英
語
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献

B
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istory of K
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. D

. R
eport of a M

ission to 
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─213, Calcutta: T
he Foreign D

epartm
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Fletcher, Joseph 1978. “Ch ’ing Inner A
sia c.1800, ” John K

. Fairbank. ed. T
he C

am
-
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sia, 1864

─1877, Stanford: Stanford U
niversity Press.

K
im
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w

angm
in. 2016. B

orderland C
apitalism

: T
urkestan Produce, Q

ing Silver, and 

the B
irth of an E

astern M
arket, Stanford; California: Stanford U

niversity Press.

M
illw

ard Jam
es. 1998. B

eyond the Pass: E
conom

y, E
thnicity, and E

m
pire in Q

ing 

C
entral A

sia, 1759
─1864, Stanford, California: Stanford U

niversity Press.

N
ew

by, Laura J. 1998. “T
he B

egs of X
injiang: B

etw
een Tw

o W
orlds, ” B

ulletin of the 

School of O
riental and A

frican Studies 61

（2

）, pp. 278

─297.
O

num
a, T

akahiro. 2018. “Political Pow
er and Caravan M

erchants at the O
asis T
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ns 
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entral A

sia: T
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T
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フ
ラ
ン
ス
語
文
献

H
am
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istoire de H̄

otan de M
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日
本
語
文
献

小
沼
孝
博
　
二
〇
〇
七
「
ベ
ク
制
度
の
創
設
　
│
清
朝
公
文
書
に
よ
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

史
研
究
序
説
│
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二
二
、
三
九
〜
五
九
頁
。

小
沼
孝
博
　
二
〇
一
六
「
中
央
ア
ジ
ア
・
オ
ア
シ
ス
に
お
け
る
政
治
権
力
と
隊
商
交
易
　

│
清
朝
征
服
前
後
の
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
を
事
例
に
│
」『
東
洋
史
研
究
』
七
五
（
一
）、
二

〇
四
（
一
）
〜
一
七
一
（
三
四
）
頁
。

片
岡
一
忠
　
一
九
九
一
『
清
朝
新
疆
統
治
研
究
』
東
京
：
雄
山
閣
出
版
。

加
藤
直
人
　
一
九
九
一
「『
欽
定
回
疆
則
例
』
に
つ
い
て
」
日
本
大
学
史
学
科
五
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
歴
史
学
論
文
集
』
東
京
：
日
本
大
学
史
学
科
五
十
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
、
六
一
四
〜
六
二
七
頁
。

河
野
敦
史
　
二
〇
一
三
「
一
八
〜
一
九
世
紀
に
お
け
る
回
部
王
公
と
ベ
ク
制
に
関
す
る
一

考
察
　
│
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
職
へ
の
任
用
を
中
心
に
│
」『
日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
報
』

九
、
一
九
〜
四
八
頁
。

河
野
敦
史
　
二
〇
一
七
「
ワ
リ
ー
・
ハ
ー
ン
の
侵
入
事
件
（
一
八
五
七
年
）
と
ヤ
ル
カ
ン

ド
」、『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
　
文
学
研
究
科
篇
』
四
六
、
四
七
〜
六
一
頁
。

小
松
久
男
、
梅
村
坦
、
宇
山
智
彦
、
帯
谷
知
可
、
堀
川
徹
編
　
二
〇
〇
五
『
中
央
ユ
ー
ラ

シ
ア
を
知
る
事
典
』
東
京
：
平
凡
社
。

伍
躍
　
二
〇
一
一
『
中
国
の
捐
納
制
度
と
社
会
』
京
都
：
京
都
大
学
学
術
出
版
会
。

近
藤
秀
樹
　
一
九
六
三
（
三
月
）「
清
代
の
捐
納
と
官
僚
社
会
の
終
末
（
上
）」『
史
林
』

四
六
（
二
）、
八
二
〜
一
一
〇
頁
。

近
藤
秀
樹
　
一
九
六
三
（
五
月
）「
清
代
の
捐
納
と
官
僚
社
会
の
終
末
（
中
）」『
史
林
』

四
六
（
三
）、
七
七
〜
一
〇
〇
頁
。

近
藤
秀
樹
　
一
九
六
三
（
七
月
）「
清
代
の
捐
納
と
官
僚
社
会
の
終
末
（
下
）」『
史
林
』

四
六
（
四
）、
六
〇
〜
八
六
頁
。

佐
口
透
　
一
九
六
三
『
一
八
│
一
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
社
会
史
研
究
』
東
京
：
吉
川

弘
文
館
。

真
田
安
　
一
九
七
七
「『
西
域
同
文
志
』
巻
十
二
・
十
三
「
天
山
南
路
回
部
人
名
二
・
三
」

に
つ
い
て
」『
白
山
史
学
』
十
九
、
二
〇
〜
三
四
頁
。

真
田
安
　
一
九
八
三
「
創
設
期
清
伯
克
制
か
ら
み
た
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
社
会
」

護
雅
夫
編
『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
東
京
：
山
川
出
版
社
、
四
三

七
〜
四
五
八
頁
。

真
田
安
　
二
〇
一
四
「
乾
隆
二
五
年
カ
シ
ュ
ガ
ル
反
乱
　
│
中
央
ア
ジ
ア
・
オ
ア
シ
ス
社

会
の
権
力
構
造
の
究
明
に
む
け
て
│
」『
中
央
大
学
　
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
八
：
一
四

八
（
一
）
〜
一
一
二
（
三
七
）
頁
。

真
田
安
　
二
〇
一
六
「
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
に
お
け
る
清
朝
征
服
期
・
統
治
初
期
の
オ
ア
シ
ス

権
力
抗
争
　
│
オ
ア
シ
ス
権
力
構
造
の
究
明
：
ア
ク
ス
ゥ
・
ウ
シ
ュ
・
ヤ
ル
カ
ン
ド

「
事
件
」
の
検
討
」『
高
橋
継
男
教
授
古
稀
記
念
　
東
洋
大
学
東
洋
史
論
集
』、
五
〇
三

〜
五
三
九
頁
。
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嶋
田
襄
平
　
一
九
五
二
「
ホ
ー
ヂ
ャ
時
代
の
ベ
ク
達
」『
東
方
学
』
三
、
七
〇
〜
七
八
頁
。

羽
田
明
　
一
九
八
二
『
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
』
京
都
：
臨
川
書
店
。

堀
直
　
一
九
七
九
「
清
朝
の
回
疆
統
治
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
　
│
ヤ
ー
ル
カ
ン
ド

の
一
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
│
」『
史
学
雑
誌
』
八
八
（
三
）、
一
〜
三
六
頁
。

堀
直
　
一
九
八
〇
「
清
代
回
疆
の
貨
幣
制
度
　
│
普
爾
鋳
造
制
に
つ
い
て
│
」『
中
嶋
敏

先
生
古
稀
記
念
論
集
（
上
巻
）』
東
京
：
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
、
五
八
一
〜

六
〇
二
頁
。

堀
直
　
一
九
八
七
「
歴
史
認
識
と
歴
史
叙
述
」
西
川
正
雄
、
小
谷
汪
之
編
『
現
代
歴
史
学

入
門
』
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
六
一
〜
九
一
頁
。

堀
直
　
一
九
八
八
「
エ
ン
ヴ
ェ
ル
＝
バ
イ
ト
ゥ
ル
氏
の
近
業
『
ハ
ミ
ー
デ
ィ
史
』
に
つ
い

て
　
│
紹
介
と
「
序
文
」
訳
│
」『
甲
南
大
学
紀
要
　
文
学
編
』
七
一
、
三
〇
〜
四
六

頁
。

堀
直
　
一
九
九
七
「『
大
木
文
書
』
の
年
次
に
つ
い
て
の
補
論
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』

一
二
、
一
三
〜
二
二
頁
。

堀
直
　
二
〇
〇
三
「『
大
木
文
書
』
の
ベ
ク
た
ち
　
│
北
京
第
一
歴
史
档
案
館
所
蔵
史
料

と
の
検
証
│
」『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
一
二
九
、
一
〜
三
三
頁
。

（
1
）　『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
知
る
事
典
』：
四
六
二
頁
（「
ベ
グ
」
の
項
目
・
新
免
康
）。

（
2
）　
本
稿
に
お
い
て
は
、
清
朝
統
治
下
に
お
い
て
テ
ュ
ル
ク
系
言
語
を
話
し
イ
ス
ラ
ー

ム
を
信
仰
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
々
（
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
人
々
）

を
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
と
し
て
言
及
す
る
。
な
お
、
清
代
の
回
部
に
関
す
る
漢
文
史

料
に
見
え
る
「
回
子
」、「
回
人
」、「
回
衆
」
と
い
っ
た
語
は
、
基
本
的
に
テ
ュ
ル
ク
系

ム
ス
リ
ム
を
指
す
語
で
あ
る
（
佐
口
一
九
六
三
：
五
八
九
頁
）。

（
3
）　
な
お
、
当
該
部
分
の
初
出
は
一
九
四
四
年
（
羽
田
一
九
八
二
：
一
四
六
頁
）。

（
4
）　
堀
二
〇
〇
三
：
一
〜
三
三
頁
。

（
5
）　
真
田
二
〇
一
四
：
一
四
八
（
一
）
〜
一
一
二
（
三
七
）
頁
；
二
〇
一
六
：
五
〇
三

〜
五
三
九
頁
。

（
6
）　
ム
ッ
ラ
ー
・
ム
ー
サ
ー
の
記
し
た
歴
史
書
。
彼
は
、
こ
の
書
を
一
九
〇
三
年
に
完

成
し
た
。
題
は
「
平
安
の
歴
史
」
の
意
で
あ
る
が
、
内
容
は
タ
リ
ム
盆
地
周
縁
オ
ア
シ

ス
地
域
に
及
ん
だ
西
北
ム
ス
リ
ム
大
反
乱
の
記
録
で
あ
り
、
大
反
乱
以
前
の
歴
史
、
ク

チ
ャ
の
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ホ
ー
ジ
ャ
政
権
の
興
亡
、
ヤ
ー
ク
ー
ブ
・
ベ
グ

政
権
の
成
立
か
ら
滅
亡
及
び
清
朝
の
再
征
服
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
（
堀
一
九
八

七
：
六
七
頁
）。

（
7
）　
ヤ
ン
ブ
ー
は
元
宝
銀
の
こ
と
（H

am
ada

一
九
八
二
：
七
〇
頁
）。
約
五
十
両
の
銀

塊
だ
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー
は
十
万
両
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
8
）　H

am
ada

一
九
八
二
：
七
一
頁
。

（
9
）　K

im

（
二
〇
〇
四
：
三
三
〜
三
四
頁
）
も
、
官
職
の
販
売
が
行
わ
れ
、
ル
ス
タ
ム

と
サ
イ
ー
ド
が
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
職
を
購
入
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

（
10
）　
堀
一
九
九
七
：
一
五
〜
一
六
、
二
〇
頁
。

（
11
）　M

illw
ard

（
一
九
九
八
：
二
三
九
頁
）
に
も
、
ベ
ク
職
と
明
示
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
回
部
の
清
朝
当
局
が
行
っ
た
官
職
の
販
売
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
12
）　『
回
疆
則
例
』
に
つ
い
て
は
、
加
藤
（
一
九
九
一
：
六
一
四
〜
六
二
七
頁
）、
王

（
二
〇
〇
三
：
二
六
〜
三
六
頁
）、
王
（
二
〇
〇
五
：
三
〇
〜
三
九
頁
）、
王
（
二
〇
一

一
：
一
〇
九
〜
一
一
一
頁
）、
楊
（
二
〇
一
二
：
三
一
〜
四
七
頁
）
を
参
照
。

（
13
）　『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ア
ム
ニ
ー
ヤ
』
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
『
タ
ー
リ
ー
ヒ
・
ハ
ミ

ー
デ
ィ
ー
』
は
、
ム
ッ
ラ
ー
・
ム
ー
サ
ー
が
一
九
〇
八
年
に
書
き
上
げ
た
歴
史
書
で
あ

る
。
題
は
「
ハ
ミ
ー
ド
史
」
の
意
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
カ
リ
フ
、
ア
ブ
ド
・
ア

ル
・
ハ
ミ
ー
ド
に
モ
グ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
が
属
す
る
こ
と
を
銘
記
す
る
た
め
に
名
付
け
ら

れ
た
も
の
で
、
彼
に
献
呈
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
（
堀
一
九
八
七
：
六
六
、
八
八
〜
八

九
頁
；
堀
一
九
八
八
：
三
九
頁
）。

（
14
）　
加
藤
（
一
九
九
一
：
六
一
五
〜
六
一
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、『
欽
定
回
疆
則
例
』
は

回
部
の
行
政
上
に
生
じ
た
事
例
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
嘉
慶
十
七
年
に
原

修
本
が
完
成
し
、
道
光
五
（
一
八
二
五
）
年
、
道
光
十
三
（
一
八
三
三
）
年
に
改
定
が

行
わ
れ
、
道
光
二
十
三
年
に
現
修
本
が
完
成
し
た
。
筆
者
が
利
用
し
た
の
は
、
加
藤

（
一
九
九
一
：
六
二
〇
頁
）
が
「
ａ
本
」
と
呼
ん
だ
漢
文
本
で
、
現
修
本
で
あ
る
。

（
15
）　
た
だ
し
、
苗
（
一
九
九
五
：
三
三
頁
）
は
、
ベ
ク
の
候
補
の
人
数
以
外
の
点
で
は
、
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実
際
の
ベ
ク
の
任
命
と
那
彦
成
の
改
革
案
と
が
、
基
本
的
に
符
合
す
る
と
し
て
い
る
。

（
16
）　『
平
定
準
噶
爾
方
略
』
続
編
二
一
：
二
九
ａ
〜
三
〇
ａ
頁
、
乾
隆
二
十
八
年
五
月

壬
申
；
佐
口
一
九
六
三
：
一
四
八
〜
一
四
九
頁
；
真
田
一
九
七
七
：
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
17
）　『
回
疆
則
例
』
の
嘉
慶
年
間
の
編
纂
本
は
現
在
見
ら
れ
ず
、
道
光
二
十
三
年
の
現

修
本
は
普
通
に
見
ら
れ
る
と
い
う
（
加
藤
一
九
九
一
：
六
一
八
〜
六
二
〇
頁
）。

（
18
）　
回
部
に
駐
留
す
る
参
賛
大
臣
は
、「
総
理
回
疆
駐

大
臣
」
と
も
呼
ば
れ
、
回
部

の
う
ち
天
山
南
路
の
八
都
市
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ヤ
ン
ギ
・
ヒ
サ
ル
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
、
ホ

タ
ン
、
ウ
シ
ュ
、
ア
ク
ス
、
ク
チ
ャ
、
カ
ラ
・
シ
ャ
フ
ル
）
を
管
轄
し
、
参
賛
大
臣
の

下
に
あ
っ
て
各
都
市
の
辦
事
大
臣
が
軍
政
を
担
っ
た
（
片
岡
一
九
九
一
：
六
三
頁
）。

な
お
、
参
賛
大
臣
は
当
初
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
置
か
れ
た
が
、
乾
隆
三
十
一
（
一
七
六
六
）

年
に
ウ
シ
ュ
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
乾
隆
五
十
一
（
一
七
八
六
）
年
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
戻

さ
れ
た
後
、
道
光
十
一
年
よ
り
ヤ
ル
カ
ン
ド
に
置
か
れ
た
（
楊
二
〇
一
二
：
九
一
〜
九

二
頁
）。

（
19
）　『
大
清
会
典
』
五
三
：
一
六
ａ
〜
ｂ
頁
。

（
20
）　『
那
奏
議
』
七
八
：
七
ａ
〜
ｂ
頁
、
道
光
八
年
六
月
二
日
。

（
21
）　
金
頂
回
子
は
、
官
府
の
派
遣
に
備
え
て
銅
製
の
頂
戴
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
ム
ス
リ
ム
の
小
頭
目
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
の
定
数
が
決
ま
っ
て
い
る
額
設
と
、
駐
留
し

て
い
る
大
臣
の
裁
量
で
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
虚
銜
と
の
二
種
が
あ
る
。
も
と
も
と
は

臨
時
に
任
命
さ
れ
、
事
後
に
撤
回
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
撤
回
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
そ
の
た
め
に
定
数
を
超
え
て
金
頂
回
子
が
氾
濫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
頂

回
子
は
品
級
を
与
え
ら
れ
ず
、
功
労
の
あ
っ
た
場
合
に
は
七
品
頂
戴
が
与
え
ら
れ
、
官

職
の
ポ
ス
ト
に
空
き
が
出
た
場
合
に
は
登
用
さ
れ
た
（
王
二
〇
〇
三
：
一
三
四
頁
）。

（
22
）　『
那
奏
議
』
七
八
：
八
ａ
頁
、
道
光
八
年
六
月
二
日
。

（
23
）　『
回
疆
則
例
』
二
：
三
ａ
〜
ｂ
頁
。

（
24
）　『
宣
宗
実
録
』
一
九
九
：
一
六
ａ
〜
ｂ
頁
、
道
光
十
一
年
十
月
壬
寅
。

（
25
）　『
宣
宗
実
録
』
一
九
九
：
一
四
ａ
頁
、
道
光
十
一
年
十
月
壬
寅
。

（
26
）　『
清
代
新
疆
稀
見
奏
牘
匯
編
（
道
光
朝
巻
）』「
長
文
襄
公
辦
理
善
後
奏
議
」：
八
三

頁
。

（
27
）　『
清
代
新
疆
稀
見
奏
牘
匯
編
（
道
光
朝
巻
）』「
長
文
襄
公
辦
理
善
後
奏
議
」：
八
〇

頁
。

（
28
）　『
慶
固
奏
稿
』
は
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
の
出
版
説
明
に
よ
れ
ば
、

咸
豊
七
年
十
二
月
か
ら
、
咸
豊
八
年
十
二
月
の
間
に
清
朝
の
中
央
政
府
へ
送
ら
れ
た
上

奏
文
の
奏
稿
で
あ
り
、
葉
爾
羌
参
賛
大
臣
慶
固
な
る
人
物
の
奏
稿
で
あ
る
と
い
う
。
し

か
し
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
で
は
、
慶
固
な
る
大
臣
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
お
そ
ら
く
、
葉
爾
羌
参
賛
大
臣
の
慶
英
と
幇
辦
大
臣
の
固
慶
に
よ
る
連
名
の
上
奏

文
の
奏
稿
が
『
慶
固
奏
稿
』
で
あ
り
、「
慶
英
固
慶
」
の
連
名
を
略
し
て
「
慶
固
」
と

称
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
29
）　『
慶
固
奏
稿
』：
三
八
〜
三
九
頁
、
咸
豊
七
年
十
二
月
二
十
七
日
。

（
30
）　『
軍
機
処

摺
』
〇
九
五
三
〇
二
号
「
奏
請
簡
放
和

等
城
三
四
五
品
伯
克
由
」。

こ
の

案
に
お
け
る
ベ
ク
の
候
補
は
、『
軍
機
処

摺
』
〇
九
五
三
〇
三
号
「
請
補
和

喀
什
噶
爾
庫
車
英
吉
沙
爾
等
城
三
四
五
品
伯
克
各
缺
擬
正
陪
十
員
（
係
〇
九
五
三
〇

二
号
清
単
）」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

案
に
載
る
候
補
者
の
名
前
と
同
治
三

年
三
月
二
十
七
日
付
の
上
諭
（『
同
治
朝
上
諭

』
三
：
九
五
頁
）
で
任
命
さ
れ
て
い

る
ベ
ク
の
名
前
は
一
致
し
、
こ
の

案
が
同
治
三
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
31
）　
米
爾
瓦
特
（M

illw
ard

）
一
九
九
四
：
三
六
〇
〜
三
六
三
頁
。

（
32
）　
堀
一
九
八
〇
：
五
九
七
頁
。

（
33
）　
堀
一
九
九
七
：
二
〇
頁
。

（
34
）　『
穆
宗
実
録
』
六
八
：
二
九
ａ
〜
ｂ
頁
、
同
治
二
年
五
月
己
巳
。

（
35
）　
捐
納
は
、
官
立
学
校
の
学
籍
を
は
じ
め
、
官
僚
と
な
る
た
め
の
任
官
資
格
、
上
位

の
ポ
ス
ト
へ
の
昇
進
資
格
な
ど
、
資
格
を
販
売
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
捐
納
に
よ

っ
て
懲
戒
処
分
の
軽
減
や
解
除
、
虚
銜
（
皇
帝
の
恩
典
と
し
て
の
名
誉
職
）
な
ど
の
栄

典
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
伍
二
〇
一
一
：
一
、
八
四
頁
）。
な
お
、
清
代
の
捐

納
に
つ
い
て
は
許
（
一
九
六
八
〔
再
版
；
初
版
一
九
五
〇
〕）、
近
藤
（
一
九
六
三
〔
三

月
〕：
八
二
〜
一
一
〇
頁
；
一
九
六
三
〔
五
月
〕：
七
七
〜
一
〇
〇
頁
；
一
九
六
三
〔
七

月
〕：
六
〇
〜
八
六
頁
）、
伍
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
36
）　『
伊
米
徳
史
（
察
合
台
文
）』：
七
七
頁
九
行
目
〜
七
八
頁
一
行
目
。Tārīkh-i 



52
h. am
īdī

：
三
二
ｂ
頁
一
〇
行
目
〜
二
〇
行
目
。M

ulla M
usa

二
〇
〇
七
：
一
六
〇
頁
六

行
目
〜
一
六
一
頁
三
行
目
。
毛
拉
木
薩
二
〇
一
三
：
三
九
六
頁
二
一
行
目
〜
二
九
行
目
。

（
37
）　『
伊
米
徳
史
（
察
合
台
文
）』：
七
八
頁
一
行
目
〜
八
行
目
。Tārīkh-i h. am

īdī

：
三

二
ｂ
頁
二
〇
行
目
〜
三
三
ａ
頁
五
行
目
。M

ulla M
usa

二
〇
〇
七
：
一
六
一
頁
四
行
目

〜
二
一
行
目
。
毛
拉
木
薩
二
〇
一
三
：
三
九
七
頁
一
行
目
〜
八
行
目
。

（
38
）　
阿
普
哩
敦
は
、
清
朝
の
史
料
に
よ
れ
ば
道
光
七
（
一
八
二
七
）
年
に
「
阿
克
拉
依

都
（A

qlaīd

？
）」
と
改
名
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、『
清
実
録
』
な
ど
で
は
「
阿
克
拉
依

都
」
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
（
河
野
二
〇
一
七
：
五
七
頁
、
注
の
一
一
番
）。

（
39
）　
回
部
王
公
の
家
系
と
爵
位
に
つ
い
て
は
、
河
野
（
二
〇
一
三
：
二
一
〜
二
九
頁
）

を
参
照
。

（
40
）　
ア
フ
リ
ー
ド
ゥ
ン
（
阿
克
拉
依
都
）
の
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
在
任
期
間
に
つ
い
て
は

堀
（
二
〇
〇
三
：
二
二
頁
）
と
河
野
（
二
〇
一
三
：
三
三
頁
）、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ミ

ー
ン
の
イ
シ
ク
ア
ガ
・
ベ
ク
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
堀
（
二
〇
〇
三
：
二
二
〜
二
三

頁
）
及
び
『
慶
固
奏
稿
』（
六
一
七
〜
六
二
二
頁
、
咸
豊
八
年
十
二
月
二
十
八
日
）
を

参
照
。

（
41
）　『
穆
宗
実
録
』
二
五
：
四
五
ａ
〜
四
七
ｂ
頁
、
同
治
元
年
四
月
辛
未
。

（
42
）　
如
斯
塔
木
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
堀
（
一
九
九
七
：
一
五
〜
一
六
頁
）
を
参
照
。

（
43
）　『
同
治
朝
上
諭

』
二
：
一
五
五
頁
。

（
44
）　『
咸
豊
朝
上
諭

』
九
：
六
二
頁
。

（
45
）　
河
野
二
〇
一
七
：
五
八
頁
、
注
の
四
〇
番
。

（
46
）　『
咸
豊
朝
上
諭

』
九
：
五
一
六
頁
。
な
お
、
清
朝
史
料
に
お
い
て
ク
ト
ル
ク
は

庫
図
魯
克
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）　『
同
治
朝
上
諭

』
二
：
一
五
五
頁
。

（
48
）　B

ellew

（
一
八
七
五
：
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
）
は
、
ハ
ー
キ
ム
・
ベ
ク
の
地
位
に

就
く
際
に
ル
ス
タ
ム
が
大
臣
に
約
七
二
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
を
賄
賂
と
し
て
送
っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
のB

ellew

の
記
述
に
注
目
し
たK

im

（
二
〇
一
六
：
二
五
九

頁
、
注
の
四
五
番
）
は
、
ル
ス
タ
ム
を
地
主
も
し
く
は
商
人
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測

を
提
示
し
て
い
る
。

（
49
）　『
同
治
朝
上
諭

』
二
：
三
六
六
頁
。

（
50
）　
清
朝
統
治
下
の
回
部
に
お
け
る
公
定
比
率
で
は
、
プ
ル
銭
百
文
が
銀
一
両
に
相
当

し
た
（
堀
一
九
八
〇
：
五
八
九
頁
）。
こ
の
ル
ス
タ
ム
の
納
付
し
た
金
額
に
対
し
て
も

こ
の
比
率
が
当
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
プ
ル
銭
一
千
万
文
は
、
銀
十
万
両
に
相
当
し
、

二
〇
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー
（
約
十
万
両
）
と
い
う
元
宝
銀
の
量
と
も
矛
盾
し
な
い
。

（
51
）　
銀
一
万
両
と
い
う
額
は
、
明
ら
か
に
サ
イ
ー
ド
が
出
し
た
一
五
〇
〇
ヤ
ン
ブ
ー

（
約
七
万
五
千
両
）
と
い
う
元
宝
銀
の
量
と
合
わ
な
い
。
た
だ
し
、
協
餉
銀
の
途
絶
に

よ
り
銀
の
プ
ル
銭
に
対
す
る
価
値
は
相
対
的
に
高
騰
し
た
か
ら
、
当
時
の
回
部
に
お
い

て
銀
一
万
両
に
は
額
面
以
上
の
価
値
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
52
）　『
穆
宗
実
録
』
三
七
：
三
三
ａ
〜
ｂ
頁
、
同
治
元
年
八
月
丙
寅
。

（
53
）　
伍
二
〇
一
一
：
一
九
頁
。

（
54
）　『
同
治
朝
上
諭

』
二
：
二
九
七
頁
；
『
同
治
朝
上
諭

』
三
：
九
五
頁
。

（
55
）　
ナ
ー
ス
ィ
ル
以
外
の
一
六
名
は
、
従
来
の
ベ
ク
職
か
ら
昇
進
し
て
、
上
位
の
ベ
ク

職
へ
の
任
命
を
軍
費
の
捐
納
に
よ
っ
て
得
て
い
る
。

（
56
）　
原
文
に
は
「
此
次
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
今
回
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
同
治
三
年

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。




